
 

（１）当初の予
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を先行施
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（２）現在の状
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５．事 業 の 進 捗 
定 

C関連事業は、昭和６０年度に長野県
かみみのち

上水内郡
しなのまち

信濃町野

町野尻
うえのはら

上ノ原までの２．５ｋｍが都市計画決定され、

度に野尻
うえのはら

上ノ原から同町
ふるま

古間までの６．２ｋｍも都市

されました。うち、
じょうしんえつ

上信越自動車道野尻IC(現
しなのまち

信濃町

時供用により、国道との連結を図るため、及び主要渋

トである野尻湖入口交差点の渋滞緩和のため野尻地区

工とし、平成１２年度に全線供用を図ることとしてい

 

況 
の進捗状況 
間の全体事業費 約２５０億円 
  うち用地費 約 ４４億円 
  執行済み額 約１１８億円（進捗率４７％） 
  うち用地費 約 ２５億円（進捗率５７％） 
  残事業費  約１３１億円 
進捗状況 

連区間（Ｌ＝０．８ｋｍ）を上信越自動車道野尻IC(現
まち

町IC)と平成９年１０月に同時供用 
地区現道拡幅区間（Ｌ＝１．１ｋｍ）を平成１１年か
３年度に順次供用 
パス部（野尻トンネル含む）（Ｌ＝１．４ｋｍ）を平成
年７月に供用 
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（３）事業遅延の理由 

  野尻湖周辺ではナウマンゾウの臼歯が発見され、昭和３７年よ

り発掘調査が始まりました。野尻 IC 関連事業箇所においても遺跡

が広範囲に分布しており、工事に先立ち埋蔵文化財調査が必要と

され、供用箇所についてはほぼ全線にわたり発掘調査を行いまし

た。この調査では総じて新発見が相次ぎ、当初予定に比べ期間を

要しました。 

 

 

 

 

 

 

写真Ａ 文化財調査風景 
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（４）事業遅延の社会的影響 

   信濃町
しなのまち

地域は、長野県でも有数な豪雪地帯であり、人家が連担

している地区では、歩道幅員が狭く道路幅員が狭隘であり、降雪

時においては、堆雪帯がないことから歩道に雪が堆雪されて歩行

者には危険な状況となっています。また、縦断勾配が最大６％の

区間があり、大型車が多く混入する地域であることから、降雪時

の除雪作業における安全性や快適性を確保する必要があります。      

また、当事業区間では平成９年以降死亡事故が７件発生しており

線形不良箇所に集中しています。 
当事業により、側帯（堆雪帯）及び歩道が整備されること、ま

た線形改良を行なうことで、安全かつ円滑な交通流の確保が期待

されますが、事業の遅延によりこれらの整備効果の発現が遅れる

ことが懸念されます。 

  

 

 

 

 

 

（５）改善

    埋

 

（６）今後

    野

にお

るこ

ます

に進

 

（７）地元

組  織
一般国道 18 号

バイパス促進

同盟会 

（８）費用

路 
写真Ａ 除雪状況
措置 

蔵文化財調査においては、用地
次行い、早期工事着手、早期供

の予定 

尻IC関連事業においてはバイパ

いて市街地を通過せずに交通を

とが可能となり、地域住民の安

。よって未整備区間である上町

め、平成２１年度の供用を目指

の状況 

 会  長 主要メ
野尻

期成
 
しなのまち

信濃町議会議長 沿線

対効果 

線 名 
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写真Ｂ 線形不良状況
買収の終了した箇所から順
用を目指します。 

スの整備を図ることで冬期

処理し、交通障害を回避す

全性を確保することができ

地区のバイパス化を優先的

し事業促進を図ってきます。 

ンバー 要望内容 

 

区長 

第 1 工区（ L＝

4.5km）の早期事業

着手 

国道 18 号 



事 業 名  野尻バイパス 

延   長 Ｌ＝８．７ｋｍ 

 

□便益                      （単位：億円） 

 
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成１６年度 
基準年における 
現在価値（Ｂ） 

２０１ １５ ０ ２１６ 

                               

□費用                      （単位：億円） 

 改築費 維持修繕費 合 計 

基 準 年 平成１６年度 

単純合計 １３１ １００ ２３１ 

未完成区間の 

事業全体について 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 

１０６ ３７ １４３ 

Ｈ１７以降の 

残事業について 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 

１０４ ３７ １４１ 

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ）：未完成区間全体 

    便益の現在価値の合計（Ｂ）   ２１６億円 

Ｂ／Ｃ＝              ＝        ＝１．５ 

    費用の現在価値の合計（Ｃ）   １４３億円 

費用便益比（ＣＢＲ）：H17 以降の残事業 

    便益の現在価値の合計（Ｂ）   ２１６億円 

Ｂ／Ｃ＝              ＝        ＝１．５ 

    費用の現在価値の合計（Ｃ）   １４１億円 

注）１．費用及び便益額は整数止めとする。 

  ２．費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

  ３．事業全体の費用便益は、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を行なっている。
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